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「アートと地域と美術館」�
（2023年11月17日＠鹿児島大学ラーニング・コモンズ2）報告�

� 法文学部人文学科多元地域文化コース　准教授　太田�純貴

「地域とアートの相互作用を発掘・検証
しその可能性を探究するプロジェクト」の
一環として、アートと地域と美術館、およ
び三者の関係について多角的に知見を獲得
し議論することを目的に、祝迫眞澄氏（都
城市立美術館学芸員）と宮薗広幸氏（霧島
アートの森学芸員）を登壇者に迎えたトー
クイベント「アートと地域と美術館」を
2023年11月17日（金）（於・鹿児島大学法文
学部ラーニングコモンズ2）に開催した。

祝迫氏からは、団体鑑賞や企画展「アル
フォンス・ミュシャ展」の一環として都城
市の高校生によるバナーデザインプロジェ
クトの開催、高校生による現代美術作家・
高嶺格作品のメンテナンスなど、都城市立
美術館と地域との関わりを示す事例を多数
ご紹介いただいた。また、お話しいただい
た都城市立美術館の歴史・前史は、東京と
いう「中心」から宮崎という「周縁」への
美術概念の伝播（をめぐる力学）や、地域
の作家と地域の美術館の関係性を考える上
で、極めて重要な事例となるように思われ
る。

宮薗氏からは、パブリックアートやサイ
トスペシフィック・アートなどの概念を中
心に、現代アートを理解するための文脈に
ついてお話しいただきつつ、その文脈にお
ける霧島アートの森や収蔵作品、美術館が
もたらす体験の位置付けについてお話しい
ただいた。同時に、大隅アートライブ展の
ような地域との関わり・対話、大寺聡氏の
ような地域のアーティストとの関係につい
ても知見を得ることができた。これらは鹿
児島と現代アートの関係を検討していく上
で、有益な補助線となる。

本イベントで印象的だったのは、登壇者

のご発表に加えて、学生たちからの質問で
ある。サードプレイスとしての美術館の可
能性、作品売買が不可能な場所としての美
術館に関する質問が、学生たちから提出さ
れた。これら以外も、美学や日本近現代美
術史、美術史と人類学の交差点において、
継続的な検討に値する質問ばかりであった
ことは記しておきたい。


